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わだいすき

チーム花鯨が主催する、「花」と「くじら」をテーマとした、子ども絵画教室が８月１１日（金）と
１２日（土）の２日間、和田コミュニティセンター３階市民ホールで開催されました。
南房総市在住のアーティスト、山口マオさんとクリシュナ智子さんが講師を務め、市内小学校
の１年生から６年生まで、延べ６０名の子ども達が教室に参加しました。

講師のお二人は、「ここに色を付け
加えるとさらに深みが出て良くなる
よ」「背景にこんな色を使うと、鯨が
引き立ってくるよ」など、子ども達、
ひとりひとりにアドバイスをしてい
ました。水島純雄代表は「子ども達
の発想は自由で素敵な作品ばかり。
完成した作品は、チーム花鯨が主
催する「花」と「くじら」絵画コンクー
ルに、是非応募してほしい」と、呼び
掛けていました。

昨年に引き続き、今年も開催された、南房総三龍亭による「夏休み子ども落語実技教室」。
全３回の日程で教室が開催され、最終日の８月６日（日）には、和田コミュニティセンター３階市民
ホールで、１５名の子ども達が練習の成果を発表しました。
順番に高座に上がった子ども達は、自分で決めた高座名を
名乗った後、それぞれが覚えた演目を披露しました。
今回の最年少は嶺南小学校1年生の「わだうら亭ひまわり」
ちゃん（右写真）。開口一番で小噺「ねずみの嫁入り」と「九官
鳥」を堂々と演じ、拍手喝采を浴びていました。
代表の三龍亭千公さんは、「今回、１年生でも充分に落語が
出来る事が分かりました。２年連続参加の子ども達も、大変
上手になり、子どものすごさを感じています。」と子ども達の
活躍を喜ばれていました。

子ども落語発表会！キッズわだうら寄席２

里山の守人から学ぶ特殊伐採体験会を開催

市民団体 花園楽宴（がくえん）が、８月５日（土）に特殊伐採技術
の体験会を花園地区の諏訪神社で開催し、３名が参加しました。
ナラ枯れによる枯れ木や倒木は南房総市全域に広がっており、
「自分達の里山は自分達の手で守ろう」と思う人がもっと増えて
くれたら、という思いのもと、今回の体験会が実施されました。
樹上を想定し、地面に置かれた枝の上を移動したり、手の届か
ない高い所にロープを通す道具である「スローライン」を樹の股
に掛けたりと、伐採技術の一部を体験しました。
代表の小川敬史さんは、「諏訪神社周辺の枯れ木を伐採・整備
しています。このような活動に興味のある方は、ご連絡下さい」
とお話しされていました。
連絡先 E-mail   ogawa＠hanazonogakuen.fun

山口マオさん・クリシュナ智子さんの絵画教室を開催



大学生 海と山でボランティア！

南房総市と「包括的な連携に関する協定」を結んでいる千葉工業大学の男子学生５名が、
南房総市にボランティアにやって来ました。
８月２６日（土）は花嫁街道保存会会員らの案内のもと、花嫁街道ハイキングコース入口から第２展
望台までの約１、５キロ間、木の枝や石などを拾い、登山道を歩きやすくする為の整備を行いました。
翌27日（日）は朝８時より、チーム花鯨の会員らが定期的に実施している、白渚海岸のビーチクリ
ーン活動に参加した後、花の広場公園「花夢花夢」に移動し、公園内の整備をしました。
花壇の草取りの他、紫陽花の選定や、開花を終えたひまわりの引き抜きなど、力仕事を積極的に
行ってくれ、半日で、見違えるほど公園がきれいになりました。

関東大震災から百年 「復興歌」を歌う

不登校親の会 学習会

親も子も「だいじょうぶ」
と思えるヒント

日 時 ９月２４日（日）
１３時３０分～１５時３０分

場 所 千倉保健センター
講 師 やまびこ心理教育研究所

所長 小柴孝子さん
参加費  無料

公式LINE

日  時   ９月２４日（日） １３：３０～
場  所    和田コミュニティセンター３階市民ホール
連絡先 歴史の郷へ応援団三原

 ０９０-１５４６-９８１６（鈴木）
参加費 ３００円 （３城の中から御城印１枚進呈）
※資料用意の為、ご予約がおすすめです  

三原郷歴史探求会 参加者募集

「歴史の郷へ応援団三原」では、元館山市立博物館長の
岡田晃司先生を講師にお迎えし、「正木氏と里見氏の関係
について」をテーマに、三原郷歴史セミナーを開催します。
また、三原城、三原城山城、とうしろ台城の御城印が南房
総市観光協会より発行されましたので、この３城について
も、お話しを伺います。
是非、地域の歴史のルーツを共に辿ってみませんか。

川名正敏さんの奥様、久美子さんのピアノ
伴奏で、「復興の歌」を歌う参加者

花嫁街道 白渚海岸

花の広場公園
「花夢花夢」

8月30日（水）、安房拓心高校で、公民館講座が開催さ
れ２０名が参加しました。講師の川名正敏さんより、今年、
安房拓心高校で発行された「創立百周年記念誌」にある
関東大震災の記述が語られ、テーマは震災直後に歌われ
ていた「復興の歌」でした。安房農校の貴島憲教諭の作詞
「復興の歌」は大正１２年から昭和６年の新校舎完成まで、
当時の生徒や卒業生が校歌のように歌っていました。
それに今回、新しい曲を付け、参加者全員で８番まで歌
いました。後半は、拓心高校の守安教頭の案内で避難訓
練として屋上へ上がり、その後、農場を見学しました。農
場では、耕作中だった川田農場長が、急遽、農作物の解
説を皆さんにしてくれました。

令和５年度の文化協会文化祭は１０月２１（土）・２２日（日）に開催されます。詳細は次号にて。
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